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研 究 資 料

1.無 節 柱 材 ・活 節 板 材 の生 産 を 目的 とす る枝 打 テ ス ト

昭和45年 度進学林産学科学生実習主要課題 一

青 木 尊 重・矢 野 勝 彦

鹿倉 団地(20林 斑)の ス ギ 。ヒノキ林 中には無節柱材生産 に適す る径級構成の林分が多い

ので、森林の保育取扱い要領 を体得す る上で絶好の教材林 と考え られ るoま ず スギの18年 生

林分(Plot-1)と ヒノ キの18年 生林分(Plot一 豆)と を選定 した。今 後、5ケ 年間隔で林

木 の変化 を測定す る予定 であ る。

また、 約40年 生の ヒノキ ・ス ギ林が あったので活節板材生産 を目標 とす る高令枝打 をも実

施 した。(IPIot一 皿)

なお 、 その他に ド下刈実習地(gg25ha)」 ヂつ るきり実習地(O.9Csha)」 な どをも選定

実施 した。

以上 の各Plotは 、学生実習用教材林 として相 当期 間、特段の配慮の もとに、管理されるされ

る ことを希望す る もので ある。

Plot-1(20林 班 は小班 内t8年 生ス ギ林)

区 画面積O.C75ha、 現 在材積IO、867mS(ha当 り換算145㎡)

平 均直径f2em平 均 樹高9m

総 本 数f81本(1雀a当 参換算2.415本)

正 常 木IGO本(61%)材 積Zア6ア ㎡(71.6%)

{
非正 鴬木71本(59%)材 積51GemS(2&4e,o)

と なつている。その 直径分配その他については田一1の とお りで ある。 なお直径階別の正

常木 。非正常木 の割含はT-2の とわ りであつて、下刈後の保育主 としてrつ る きpl」 と

r除 伐」 の手ぬき の結果 を示 してい るもの と考え られる。近い将来 一時に4G%(本 数 で)

近 くも間伐 しなければ な らず、 しか もその間伐対象木が 「曲bj。rふ たまた」 。rつ るま

琶」 ・ 「こぶ」 ・ 「根 曲 り」 な どの欠点 をもっ所謂 、形質不 良なものばか ウで あり、 「切 り

す て」間伐 とならざる をえまいg

なお 、 直径 に対する本数 分配(F-3)。 樹 高分配(F-2>・ 枝 打高分配(F-5)な

らびに将来の参考 として、 昭和45年 哩2月 末現 在の測定 値を㌍一4と して記録 してお く。



昭和45年 秋進 学の林産学科の学生(6名)に よって、 「枝打」 されたが、胸高直径(D)

に対 する樹 高(H)・ 枝 打高(h)。 枝 打高 の直径(d)の 関係 をご く大雑把に とり壊 とめた 懲

のが、 璽一5で あるo

地 上高4.5mでdが8/7～9磁(Dはtec7?i)、

地 上高5.9cmでdが1C/8～12c7n(1)は16cnz)

となつてk・り、主伐時 の 飯n材 の末 口最小径が360nで あ れば30.5cmの 正 角無節材が、また主

伐時の6m材 の末 口最小径が38emで あれば 毎5醜 の正 角無節材 と無 節の縁 甲板 。しき居材 。

か もい材 などが とれる もの と考え られ るの

な論、本作 業の実施前に学生 とと もに参考 とした資料 は、林業技衛姦343(197C,翰)

P。27～P.50の 間 城氏 のレポー トで あるo
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T-1

2G林 班iは小斑の 内

ス ギ18年 生 林 分 の 現 況 一 覧 表

総 面 積O.0フ5ha

総 材 積10.867rn3(ha当 り144.895m3)

平 均 胸高直径12.Oan

平 均 樹 高8.9m

平 均 枝 打 高4.9m

総 本 数18t本(ka当 参2.413本)

正 常 木lt9本(材 積 ス767㎡)

非 正 常 木71本(材 積5コ0㎡)



T-2立 木 構 成 一 覧 表



T-5胸 高直径(D):平 均樹高(H):平 均枝打高(h):hとdの 闘係

T--4原 表(参 考)
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Pl・・一 巫2・ 櫃 は棚 内18牲 ヒノキ林碍 醗 打
.一 …41ha-一 一"

平 均 直径19ewt(平 均樹 高8m)の ヒノキ66本 と、平均 薩径 栓 ㈱(平 均樹 高9m)の ス ギ

9本 が成立 する211林 斑 は小班i内の28年 生 の林分(面 積9.641ha)に 対 して、彫/2をfi標

とす る枝打 を昭和45年12月24H実 施 したo

目的は、?lot一 王に論いて述べた と訟 り、 ヒノキの無節柱材生産 を狙っ ての第 耀回 欝の枝打

で、枝打高(鉛 おむね地上4～5m)に 論 ける直径㈲が論 齢むね6～8cntの 範 囲内に入b、 樹

高⑳釧/2前 後までの枝打作業が可能 との予想の もとに実施 した ものであるa

田 一1は 、参考資料 として、枝打実施時に知け る各個樹 の孤 ・直径 ・樹高+■枝打高 を示 した

もの である。

T-ffは 、直径 ・樹高 。枝打高の平均ない しはち らば りを一覧表 に した ものである。

今 後5年 毎 に、D・H癒 ・d・fな どの変化 を実 習時 に測定す る予定 であるo

一 壌c6一



T・一一120林 班 は小班内 一18年 生 ヒノキ主体林分 一

旦 目標 枝 打
2
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T・一一2直 径:樹 高:枝 打高の関係

一165一



Pl。t一 孤120林 班 と小班②内40年 生 のスギ、 ヒノキの高令枝打(昭 和45年12月24

目実 施)

鹿 倉団地(20林 班i)中 、 随一の高令級林分(と 小班②内)の ス ギ(D:20cni、H:14

m)4本(合 計材積O.85㎡)と ヒノキ(D:22an、H9鱒m)2ア 本(合 計材積Z29㎡)

の 疎林に対 して、6m材1本 取 りない し4m材2本 取 りを 目標 とした枝 打 を実施 した。'淘高

直径が20㈱ に も達 した約40年 生 のヒノキやス ギに対 して、このような枝打 を実施 して も

(活 節材1し か とれ ないので)さ したる意味 合い は ない ものと考え られる。 しか しなが ら桔

れた り或いは桔れかかつた大 きな枝が ビツシ リとっいていた時点では、余 りに も荒れた感 じ

を大方 にいだかせ るであろ うし、 また鹿倉団地最 高令級林分の姿 と して好按 しい ものとは考

え られ なかったので、枝打前 と枝打後の林梢比較 のために実施 した。

将来、何等かの参考資料 と して役立つ こともあろ うか と、資料 を添付 して論 く。

T-120棒 班内と小班内②の高令枝打ち



総 面 積0.G45ha(ha当 り180.444㎡)

総 材 積8.12m3(ス ギO.85㎡ 、 ヒ ノ キZ29㎡)

平 均 胸 高 直 径 ス ギ20(m、 ヒ ノ キ22cm

平 均 樹 高 ス ギ14m、 ヒ ノ キ14m

平 均 枝 打 高 ス ギ7.2m、 ヒ ノ キZ7m

総 本 数31本(ス ギ4本 、 ヒ ノ キ27本)

o活 節梁i材生産 用林分の造成実習一13林 班 わ小班 一

昭和45年9.月 上 旬に、昭和45年A月 進学 の林産学科学生実習(参 加 者3名)の 際、

表記 の 目的 を設定の上、壮令 中径木に対す る0.6H/H水 準 の枝打 を実施 した。

径級別部位別 の直径 の概略 を示 した ものが τ一1で あb、 またF-1で あ る。

なお 将来 、 この林分 を何等かの用 に供す る際の参考資料 としてT-2を 添 附 してお く。



T--a径 級別 、部位別 の直径分配



F--1部 位 別 直 径 分 配



T-
-2
4固

体
男
1メ音
β位
男
り
演
り定
f直
一
覧
表



i}1
-_

-3c9一



正
常
木
…
…
…
14
本
12
.2
2㎡

非
正
常
木
…
…
…
27
本
61
4㎡

総
材
積
嚇
・…
摩・
・

壌
&5
6㎡

2.
北
海
道
演
習
林
経
営
案
関
係
資
料

1)
作
業
種
別
計
画
と
実
行
の
対
照
お
よ
び
単
価
の
推
移

育
林
事
業

(単
位
HA
)

注
、
《
)は
全
面
積
で
そ
の
内
約
69
%を

実
行
、
残
り
の
40
%は
15
～
20
年

で
は
間
伐
の
対
象
に
な
ら
な
い
林
分
で
あ
る
ゆ

()
は
予
定
面
積


